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産
業
界
の
地
力
を
再
認
識

　
新
興
国
の
台
頭
な
ど
世
界
の
勢
力
図
が
大
き

く
変
わ
る
中
で
、
わ
が
国
産
業
界
は
新
し
い
枠

組
み
に
よ
る
成
長
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
産
業
を
束
ね
交
流
を
促
す

こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
き
た
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
今
や
全
国
各
地
に
存
在

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
も
各
地
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
る
た

び
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
良
識
、
情
熱
に
触

れ
、
わ
が
国
産
業
界
の
地
力
を
再
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
日
刊
工
業
新
聞
社
は
「
モ
ノ
づ
く
り
の
総
合

情
報
機
関
」
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
界
の
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
産

業
人
ク
ラ
ブ
間
、
会
員
間
の
交
流
が
一
層
拡
大

し
、
産
業
界
の
発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日本産業人クラブ連合会などが開いた
「沖縄サミット」では沖縄の経営者も含め
人が参加 年３月、沖縄県名護市）

昨年 月に都内で開いた中小企業経営者に
よるシンポジウムには約 人が参加した

広
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活
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工
業
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ラ
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し
て
誕
生

名
称
「
産
業
」
へ
組
織
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会
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倍
増
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打
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出
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産
業
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域

産
業
の
結
束
を
通
じ
て
、
モ

ノ
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
わ

が
国
の
産
業
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
異
業
種
交
流
組
織
で
、

日
刊
工
業
新
聞
社
の
支
社
、

支
局
が
事
務
局
と
な
っ
て
い

る
。
産
学
官
交
流
の
草
分
け

で
、
１
９
６
４
年
４
月
２
日

に
全
国
で
初
め
て
「
栃
木
工

業
人
ク
ラ
ブ

現
栃
木
産
業

人
ク
ラ
ブ

」
が
、
翌
４
月

３
日
に
「
埼
玉
工
業
人
ク
ラ

ブ

現
埼
玉
産
業
人
ク
ラ

ブ

」
が
誕
生
し
た
。
そ
の

後
、
千
葉
、
群
馬
、
茨
城
な

ど
関
東
各
地
に
、
さ
ら
に
は

経
済
成
長
と
と
も
に
全
国
に

活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
。
現
在
で
は
、
全
国
に
支

部
を
含
め
て

ク
ラ
ブ
、
会

員
数
約
１
８
０
０
人
を
持
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
へ
と
発

展
し
た
。

　
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
、
会
員

の
多
く
が
中
堅
・
中
小
製
造

業
の
経
営
者
、
経
営
層
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
各
ク
ラ
ブ
単
位
で
定
期

的
に
開
催
さ
れ
る
視
察
会
で

は
、
会
員
企
業
の
工
場
見
学

や
、
時
代
の
最
先
端
の
技
術

や
話
題
の
製
品
を
見
学
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。
講
演
会
・
勉
強
会
で

は
、
そ
の
時
節
に
合
わ
せ
て

各
業
界
で
活
躍
す
る
著
名
人

を
招
い
た
企
画
や
、
優
れ
た

経
営
手
腕
を
発
揮
す
る
経
営

者
を
招
い
て
経
営
哲
学
や
具

体
的
経
営
手
法
を
披
露
し
て

頂
く
な
ど
経
営
者
の
資
質
を

高
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
る
。

　
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
特
徴

は
、
日
刊
工
業
新
聞
社
が
活

動
を
全
面
支
援
し
て
い
る
こ

と
だ
。
新
聞
社
が
事
務
局
を

務
め
、
地
域
の
産
業
人
と
新

聞
社
が
一
体
と
な
り
産
業
振

興
を
行
う
モ
デ
ル
を
長
い
年

月
を
か
け
て
築
き
上
げ
て
き

た
。
企
業
見
学
会
や
講
演

会
、
勉
強
会
と
い
っ
た
会
員

参
加
型
の
交
流
に
く
わ
え

て
、
日
刊
工
業
新
聞
社
の
全

国
取
材
網
を
通
じ
て
新
聞
記

者
が
会
員
企
業
を
取
材
し
、

そ
こ
で
得
た
会
員
企
業
の
情

報
を
新
聞
紙
面
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
発
信

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動

は
、
他
の
異
業
種
交
流
組
織

に
は
な
い
独
自
性
を
発
揮
す

る
も
の
だ
。

　
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
、
第
一

号
の
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
間

も
な
く

年
を
迎
え
る
。
そ

の
ル
ー
ツ
は
、

年
に
日
刊

工
業
新
聞
社
北
関
東
支
社

現
さ
い
た
ま
総
局

が
地

方
産
業
人
の
交
流
を
促
す
組

織
と
し
て
前
身
の
「
工
業
人

ク
ラ
ブ
」
を
組
織
と
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
日
刊
工
業
新

聞
社
で
は
、
さ
か
の
ぼ
る

年
に
東
京
本
社
を
中
心
に
有

力
産
業
人
が
集
ま
り
、
企
業

と
新
聞
社
が
一
体
と
な
る
形

で
産
業
振
興
を
目
指
す
「
日

本
工
業
会
」
を
結
成
し
て
い

た
が
、
地
域
単
位
で
活
動
す

る
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
原
型
は

工
業
人
ク
ラ
ブ
が
創
り
上
げ

た
。

　

年
代
初
頭
に
工
業
人
ク

ラ
ブ
は
転
換
点
を
迎
え
る
。

年
６
月
に
、
そ
れ
ま
で
の

「
日
本
工
業
人
ク
ラ
ブ
」
を

改
め
て
「
日
本
産
業
人
ク
ラ

ブ
」
へ
と
名
称
変
更
し
た
。

名
称
変
更
は
、
第
二
次
産
業

が
わ
が
国
の
産
業
構
造
の
変

化
に
よ
っ
て
、
第
三
次
産
業

と
一
体
化
し
始
め
た
こ
と
を

背
景
に
決
め
た
。
ま
た
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
新
し
い
要
素
と

し
て
、
産
業
界
と
大
学
と
の

交
流
の
場
が
設
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
現
在
、
産
学

連
携
を
中
心
に
活
動
を
行
う

も
の
と
し
て
は
、
埼
玉
産
業

人
ク
ラ
ブ
が
東
京
電
機
大
学

と
「
Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流

会
」
、
日
本
工
業
大
学
と

「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
産
学
交
流

会
」
を
、
東
京
産
業
人
ク
ラ

ブ
が
芝
浦
工
業
大
学
と
「
東

京
産
学
交
流
会
」
を
共
催
す

る
。

　
日
刊
工
業
新
聞
社
は
２
０

１
０
年
度
、
産
業
人
ク
ラ
ブ

事
業
を
強
化
す
る
狙
い
か
ら

新
た
に
「
会
員
倍
増
計
画
」

を
打
ち
出
し
た
。
本
計
画
で

は
、
既
存
組
織
に
お
け
る
会

員
増
強
と
新
規
ク
ラ
ブ
組
織

立
ち
上
げ
に
よ
る
会
員
獲
得

の
大
き
く
二
つ
の
柱
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
新
規
ク

ラ
ブ
立
ち
上
げ
で
は
、
今
期

に
入
っ
て
北
九
州
、
多
摩
、

掛
川
、
四
国
、
長
野
の
五
つ

の
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
昨
年

月

日
に

立
ち
上
が
っ
た
東
京
・
多
摩

地
域
の
若
手
経
営
者
や
後
継

者
で
組
織
す
る
「
多
摩
産
業

人
ク
ラ
ブ
」
と

月

日
に

設
立
さ
れ
た
「
掛
川
産
業
人

ク
ラ
ブ
」
は
若
手
経
営
者
で

構
成
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
刊
工

業
新
聞
社
で
は
、
今
後
も
産

業
人
ク
ラ
ブ
事
業
を
質
、
量

と
も
に
強
化
、
発
展
さ
せ
る

こ
と
で
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

を
支
援
し
て
い
く
構
え
だ
。


